
Title リカルドオの通貨論（三、完）
Sub Title
Author 小泉, 信三

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1921

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.15, No.10 (1921. 10) ,p.1385(25)- 1414(54) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19211001-

0025

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


「

第十五猞

.

n

H

A四
ヴ
論
：：
耽

.；h

槳
協
傭
度
^
論
す 

し
め
ざ
る
の
覺
悟
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、國
家
の
立
法

げ
の
援

：
助
を
與
へ
夺
：け：

「

れ
ば
^
ら
な
い
の
で
あ
る
。

. 

' 

■ 
.

.

.

.

.

.

.

.

:
 

■ 

.

. 

■

H

業
協
^

1:
:關
す
、
硏
究
資
料

li
勞
働
組
合
殊

！ 1

圑
體
取
91

.か
論
じ
れ

0
.0
論
文

|:
求
め
ら 

れ
る
が
、私

{1
#

ド
茁
耍
：％

..
,

 

■ 

/ 

.画.

.

.

.
I
.

I.. 

R
e
p
o
r
t

 

o
n

 

0

0

1

<

«
 

l

l

a

w 

s
 

M

i

l

 

p

a 

w
o
r
k
p
e
o
p
l
e

 

i
n

 

t
h
e

 

u

l

 

K

lo.
m
. 

f

 

• 

(

2

. 

5

1
 

2
. 

R
e
p
o
r
t

 

o
n

 

E
n
q
u
i
r
y

 

i
n
t
o

 
I
n
d
u
s
t
r
i
a
l

 

A
g
r
e
e
m
e
n
t
s

 

w
i
t
h

 

M
i
e
s

 

o
f

 

w
v
i
d
e
l
;

 

1
9
1
3
’ 

(

2

1
6
9
5
2
, 6

9
5
3
〕

の

货

谱

‘
推

r
o. 

.

第
十
號
二
四

.

も
亦
圓
體
交
渉
の
圓
滑
に
行
は

rl
.るだ

力
ル
ド
ォ
の
通
貨
論

(

三、
完

)
信

__ I 4

十

H
i  

■

R
i
c
a
r
d
o

 

の
主
著

 

P
r
i
n
d
p
k
s

 

of Political 

E
c
o
n
o
m
y

 

a
n
d

 

Taxation, 

1
8
1
7
, 

(
3
rd 

edition 

J0O
2
I 
ン
ょ 

通
貨
原
现

--
0

上
に
於
て
は
旣
揭
小
册
子
中
に
述
ぶ
る
と
こ
ろ
以
上
新
に
加
ふ
る
ビ
^
ろ
寧
ろ 

*

だ

®

し
。
其
中
に
在

.ヶ
：て
稍

i
注
目す
へ
べ

.き
は
、全
卷
の
樞
軸

.を
な
せ

.る
價
瞭
，學
說
の
、貨
幣
傘 

屬
：の

.價
値
に
對
す
る
適
用
是
な

.り
。
' Ri

c
a
r
d
o

の
所
謂
勞
働
價
値
說
は

)

そ
の
旣
に
.一八

 

一
S

年 

の
著
 

Influence 

of a

 

L
o-̂Price 

o
f 

c
o
r
n
'
o
n

 

the 

Profit 

of s
t
o
c
k

 

中
に
述
ぶ
る

 

vj 

こ

ろ

こ

し

て

、

「

，
一il

1貨
物

〈

の
.
_交
換

.價

：値
へ
.は

^

の
生

‘產
の
困
難
增
加
す
，る每

'に
騰
貴
す
。
；
さ
れ
：ば
，％

!)
"

多
く
の
；勞

11
5 

が
必
要
な
る
ょ
ぅ
し

‘て
穀
物
生
產
上
に
新
た
な
る

_

_
を
生
じ
た
る
に
、

I
.

方
傘
銀
布
麻
布
等 

を
生
產
す

.、る
爲
め

K
.要
す
る
勞
像
は
增
加
せ
す
ビ
せ
ば
、穀
物
の
交
換
價
値
は
此
等
の
物
に
比 

し
て
必
然
騰
貴
す
ベ
し
。：
反
之
穀
物
又
哗
他
の
紙
何
な
る
禪
顏
の
貨
物

.に
も
せ
ょ
、そ
の
.生
産

m
十
五

涖

(一

三
八
五)

論

耽

：
3
ヵ)

ド
ォ
.の
通
貨
論
 

第

十

號

ニ

£



第

十

馨
.(

ー
三
八
六”

:,
論
，

說

q
力
^
ド
.方
の
：通®

,
 

第

十

號

ニ

六

,の
使
が
、1

赝
少
な
：る
：
勞
働

.を
以
て
同
量
生
®
物
を

娘

供
す
れ
ば
、典
の

'交
換
價
倣
下
降
す
べ
し
、
 

ビ
云
へ
る
な

i

此
の
こ
物
の

®

値

^
其
生
產
上
に
必
要
な
る
勞

«

韋
の
.增

減

に

ぅ

て

僧 

減
す
ビ
の
命
題
に
對
し
て
は
後
に
重
製
な
る
修
正
加
へ
ら
る

€
難
4(

拙丨著

M

濟
學
說
-
妣
會 

m
想」

五

A—

六
四
頁
.參

§

か
も

.

W

.

I

O
が
特
に
此
問
題
を
論
ず

る

®

合
の

外
，
彼
れ
の
全

‘ 

經
濟
學

'說
は
殆
ど
常
ド
上
記
斷
案
を
を
の
基
礎
ビ
な
す
も
の
な

-

CS。

即
ち

F
l
p
l
e
s

の「

通
貨
，
 

及
び
銀

.行
を
論
ず
る

」

の
章
に
於
て
も
、彼
れ
は
纖
に

K
§
 

o
f 

wullion 

R
於
て
金
鈒
も
亦
た 

自
餘
：の
貨
物
ビ
同
じ
く
內
在
的

.(intrinsic).

偕
.値
を
有
し
、極
：し
て
此

0

0

§

0

の
稀
少
の
度
、
 

之
を
獲
ん
が
爲
め
に
投
せ
ら
る

、
勞
•働

M

及
び
之
を
產
出
す
る

'

,山

に
於

て
供
用
せ
ら
る

> 

資
本
の
偕
値
に
由
；て
定
ま
る

」

と
謂
；
3
?'
2
る
策
誌
第
十
五
卷
第

.八
號
一
六
質
參
照

)

を
改
め
て
、

「

金 

■.銀
.もへ他の

..1.

切

貨

._物

と

同

じ

く

一

 

に
：
之

：を..生
產
し
且
つ
之
を
市
場
に

0

ら
す
爲
め
必
要
な
る 

勞
働
に

.此
例
し
て
の
み
馏
値
を
有
す
。

」

金
が
銀
ょ

ひ

も

高

©

な
る
事
約

+
龙
倍
な
る
は
、

*

に
 

對
す
る
需
要
の
一
層
大
な
る
が
爲
め
に
ぁ
ら
す
、

®

の
供
給
，金
の
其
れ
の
十
五
倍
な
る
が
爲
め 

に
も

1ぁ
ら

t

1

に
金
の

’1

定
暈
を
得
ん
が
爲
め
に
十
五
倍
の
勞
働
量
を
必
要
ビ
す
る
が
爲
め 

な
り
と
せ
り

(
3
r
d

 

edition 

p. 

4
2
1
)

而

し
て

是
に

次
で

|

國
に
，於
て
用
ゐ
ら
れ
得
べ
き
貨
幣
量
は

al
:
f£
s

値
に
由
て
決
せ
ら
る
、
を
以
て
金
貨
の
み
流
通
す

.る
場
合
に
於
て
は
、餵
货
の
み
流
通
す

-

,;:
-:
'

:

パ
 

,

.

..

.

..:

:
:
,:•::
■.:

:
'■
,

!

.

■

.

■,
' 

'

■ 

* 

•

る
場
合
に
比
し

V

必
要
貨
幣
量
は
十
五
分

1

に
過
ぎ
ざ
る
ベ

.し
^
謂
へ

^

は
、紙

に

proposals

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.
•
•
. 

. 

: 

.

.

.

f o 

an 

Economical.

s

d
'c
n
e
s
r
e 

C
u
r
r
e
n
c
y

ホ

^

述
，ぶ

る
^

こ
ろ
の
反
覆
に
外
な
ら
ず
。

.
■ 

.

.

.

.

.

.
'
- 

_
.

.パ 

.

然
ら
ば
金

«

の
惯
俽
ご
そ

.れ
を
材

.料
匕
す
る
鑄
貨
の
價
値
ビ
は
如
何
な
る
關
係

{•
<
:立
つ
か

* 

#

.
へ
て
，日
く
、國
家
が
貨
幣
鑄
造
を
行

.ひ
、而
し
て
，河
等
造
幣
利

S

を

©

せ
ざ
る
と
き
は
、貨

幣

は
 

!量

目

：
品
位
ー
を
同
：

.ぅ

す

る

同
‘金

腐
0
、他
，の
如
：何

.な
る

.個
片
ビ
も

®

値
同
じ
か
る
べ
し
。
然
る
に 

「

國
家
に
し
て
鋳
造

R
對
し
て
：造
幣
利
益
を
徵
.'す
る
ビ
念
は
鑄
造

 

' せ
ら
れ
た
る
貨
幣
は
一
般
に 

課
せ
ら
れ
た
る
造
幣
料

_
 

:
丈
け
未

*

金
.扇
片
の
惯
植

.を
超
：過
す
ベ
し
。':蓋
し
之
を
得
ん
が
爲 

め
に
ば

.ょ
々
大

-f

 

:
:

勞
»
:«
即
ち

^

い
大
な

.̂
勞
働
量
注
產
物
の
價
，値
を
要
す
る
を
以
て
な 

&

ビ
。
然
れ
ど
ち

-s
c
a
r
d
o
ば
此
；造
幣
利
益
額
が
必
し
も
鑄
造
に
必
要
な
る
勞
«
最
ビ
比
例
す 

る
も
の
；ド
ぁ
ち
ざ
：る
：事
を
認
む
：る
；を
以
て
、貨
幣

®

値
：は
'
,容
易
に

1

の，
#

材
た
る
金
璐

.の
、投
下 

勞
働
景
に
甚
づ
く
價
値

e
離
隔
せ
ざ
、る事
能
は
す

。
' 
然
ら
ば
國

«

は
洳
何
に
し
て
貨
幣
.の
生 

l

i

s)

s

す

I

.
働
證
上
に
其

2

1

め
得
る
や
と
云
ふ
に
、數

I

限
の

1

事 

是
な
り

0

即
ち

0

ぐ〔

國
..家觸
り
鋪
造
を
行

'ふ
«

り
は

:

;
造
.幣
_

益
：
'徵
課
に
は
際
限

' ぁ
る
こ

秦

十

沉

卷•(

一
三'八
七)

.

論

爾

；飞
カ
ヤ
ド
す
の
通
賞

g

#
十
.激

ニ七



勝
十
五
怨

(1.

三
八
八)

論

E :
”
ヵ
少
ド
ォ
ゆ
撖
貨
論
 

$
1
0 

二
八

ビ
な
し
、蓋
し
鋪
貨
の
數

®

を
制
限
す
る
こ
と

^

依
办
て
其
は

.想

.像

-1
,
得
ベ

」

.き
如
何

?:
る
©
値 

迄
も
之
を
引
上
ぐ
：る

_

を
得
べ
き
を
以
て
な
り

」

气

?

4

2

2

〕

.

.

貨
幣
の
價
値
は
其
數

.牽
の
制

.限
^
'ょ
公
其
素
材
の
價
：値
に
拘
束
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
る
事
斯 

く

ノ

の
如
し
。
衣

s
r
d
o
.

は
紙
幣
に
對
す
る
全
徵
課

(
w
h
o
l
e

 

c
h
a
r
g
e)

を

造
幣
利
益
ビ

見
な
し
、(

本
誌 

前
號
第
三
五
頁
參
看

)

上
她
の
现

:1
:
,基
つ
き
て
紙
幣
流
通
を
說
明
せ
ん
ビ
す
。
乃
ち
日
く
、紙
幣 

は「

何
：等

'0
內
在
價
値
を
有

.

.せ
'ず
ビ
雖
も
、其
數

M1
を
制
限
す
る
乙

w

に
依

&

て
、其
交
換
賈
値
は 

同
稱
呼
の
鎢
貨
又
は
其

.鋳
貨
に
含
ま
る
、
地
金

w

等
し
き
な

り」

气

.旣
に
斯
の

如
く
な
れ
ば
、
 

.數
量
制
限
は
ま
た

»

貨
を
し

.て
、其
の
含
有
金
屬
の
品
位
量
目
に
相
當
す
る
以
上
の
價
値
を
以 

て
贫
通
す
る
事
を
得
せ
し
ひ
へ
き
道
理
な
り
。
即
ち

..
:

:

.其
®

の
制
限

.に
ょ

6

て
、品
®
低
下 

せ
る
貨
幣
は
、を
の

.現
，は
含
有
：せ

.る
金
：屬
量
の
價
値
に
於
て
通
用
せ
す
し
て
、を
の
法
定
の
量
目 

:及
；び
品
位
を
具
備
す
る

.場
合
に

”有
ず
べ
き
價
値
を
以
て

»•
用
：す
ベ
し

」

。

t

v

3

)

.

::
:
-:>
此
の
；數
量
制
限
の
源
則
は
，

g
s
r
d
,
の\

最
も
.重
耍
視
.す
る
と
こ
ろ

.に
し
て
、紙
幣
發
行
上
に
於 

て
は
此
一
事
を
理
解
す
る
ょ
り
重
製
な
る
事
な
し

^

謂
へ

>9
0

;
而
し
て
彼
れ
の

.見
解

‘は
.「

紙
幣 

が
其
價

.姐
：を
保
持
す
：る
爲
め
：に
は
必
し
も
疋
'金
を
以
て
兌
換
せ
ら
る

ベ

き
.
事
必
耍
な
ら
ず

」

、じ

言
叽
せ

る，
に(

p

.

t

)

依
て
最
も
明

.白
な
り
。

.

必

0
な
る
は
た

^

紙
幣
の

' 數
麗
が

「
本
位
金
觸
の 

'價
値
に
從
セ
，調
節
せ
：ら

.る
ー
、
#」

进
の
：み
0

即
ち
容
し
本
位
金

.觸

.が
金
な
ら
ば
、紙
幣
の
發
行

®
 

ル
金
價

0

下
落
に

m

れ
，て
之

^:
t

加
す
べ
ぎ
も
の
た
る
な

b

e

,た

^

經
驗
に
徵
す
れ
ば
、無
制 

限
«!
る
紙
幣
駿
行

«
_は
之

"を
：有
：す
る
，も
：の
：
.
.
\國
家
な
る

ビ

銀
行
な
る
；匕
を
問
は
す
、米
だ
曾
て 

監
用
せ
ら
れ
ざ

K
yし
.，事
な
台
を
：以
て
、此

©'
ょ
り
し
て

R
i
c
a
r
d
o

は『

紙
幣

'發
行
翁
を
し
て
、典
發 

行
券
を
金
貨
若
し
く

.
は
地
金
を
以
て

«■
換
す
る
の
義
務
に
服
せ
し
む
る

〗

を
以
て
最
も
適
當
な 

る
制
，限
監
瞥
の
方
法
と

^

す
も
の
な

K
V
O ( 4

2
6
)

通
貨
は
全
然
紙
幣
、但
し
そ
の
代
表
す
ベ
き
金 

W

同
價
の
紙
幣
を
：以
七
成
る
：

き
、そ
の
最
完
全
な
，る
狀
態
に
在
り
。
而
し
て
此
の
最
も
經
濟 

他
に

U

て
Ja
c
v確
®

な
る
通
貨

.制
雙
を
定
む
る
の

.案
に
就
て
；は
、R

i
c
a
r
d
o

を
の
前
著

Proposals

中
に
乘
く
ゃ
こ
ろ
を
逐
語
反
覆
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
を
以
つ
て
、妓
に
之
れ
を
紹
介
す
る
の
.要
な

— 

/ 

•
 

-

ノ 

o
. 

.

.

.

.
 

. 

'

•
 

f

L
 

-
4

.
十
四

ノ
,

幣
流
通
に
ょ
る
..國
富
增
進
の
.利
，益
に
就
て
謂
ふ
ビ
き

は

、

其
發
行
省
が
.國
家
な
る

V
J

私
營 

銀
« -

な
シ
ビ
、は：

®

要
®

に
あ
ら
す

V」

雖
.

も
，紙

幣

發
行
の

.

收
益
"

が
國
民

0'
代
表
菴
れ
る
國
家
の

笫
十
茧
猞

2

三八九

)

論

說

9
ヵ
.ル
ド
介
の
通
貨
論

 

第十號ー
ー九



第
十
五
卷

(

^
|九
9

:

:論

孤

^
办
ゼ
ド
ナ
沙
敏
義
 

0

$

H .

0 

手

に
歸
す
る
か
、

或
.は

私
設
銀
行

の
手
に
歸
す
る
か

は
、個
人
の
利
害

上
決
し

<

無

關

心

の

砠

題
 

に
#

ず

.
}

例
を
設
け

て
S

は
ん
に
、一
出
征
軍

隊
武
裝

の
爲
め

ー
页

萵
磅
を
耍
す
ど

假

宛
し
、
 

國
家

自
ら

紙
®

ー
西
萬
磺
を
發
行
し
て
鋳
货

一
百
萬
碌
に
代
ら
し
む
る
ビ
き

は
、
此
出
怔
準

.i 

.は
何
辕
人
民
に
對
す
る
负
擔
な
く
し

て
行
は

る
べ

し
>

ヒ
雖
も
、英
顚
鈒
行
が
同
额
.の

紙
赂
を
發 

行
し
、之
を

七
步
の
利

率
を
以
て
政
府
に
®
附

く
る
と
き

は
、國
.民
は

爾
後

#

年

七
^

赍
の

永
^
 

的
粗
稅

.を
赋
課
せ

ら

る

べ

し

。

高

價

な

_る
«

貨
百
萬
碌

に

代
ふ
る

に
、%
め
.

：て

低

廉

な

.
る

紙
择 

西

*
碑
を
以
す

•

る.の
社
會
に
取

T
の
利
益
は
、孰
れ
の
場
合
に

も
異
な
る
事
な
し
ビ
雖
も
、

|

の 

場
合
に
於
て
、は
國
民
は
何
等
の
負
擔
を
被
る

.

事
な
.

く
、他
の
場
合
に
は
年
«
七
硫
莴
の
負
擔
あ 

^

6
此
故

を
以
て

R
i
c
a
r
d
o

は
、紙
幣
.發
行
者
の
國
家
に
し
て

商
人
荇

し
く
は
銀
行
家
の
會
社
に 

あ
ら
ざ
る
事
を
以
て
、國
民

:0
利
益
ぐ

な
す
も

の

v

t
是
.

に
對
し
て
は
、紙
幣
發
行
權
は
私
營 

銀
行
ょ
り
も
國
家

it
於
て

濫
用
せ

ら
る
、，の
恐
れ
多

き
事
を

擧

.ぐ
る
も
の

*:
6

ビ
雖
も
、鄭
制 

跌
府

0

下
に
於

V

は
知
ら
ず
耐

J]
な
る
讖
會
を
有
す
る
自
由
國
に
於

て
は
、
紙
幣

發
行
權
は
、

特 

r

其
^

め
に
任
命
せ
ら
れ
全
然
國
務
大

E

の
W

督
‘外

k

獨
立
せ
る
委
員
の
手
に
安
じ
て
之
を 

抚
す
る
事
を

.得
ベ

.し
ビ
謂
ふ
。
而
し
て
典
細
目
は

R
i
c
a
r
d
o

之
を

を

の
遺
稿
國
立
銀
行
設
立
案

中
に
詳
述
ず

。

.

.

;

.

更
に
又
、國
家
の

.
紙
幣
駿
行

.に
由

1:
1
' 終
公
衆
の
受
く
る
利
益
は
明
白
な
る
も
•從
來
銀
行
券 

钵
檨
令
の

^

能
ド
於
：け
る

〗

對
商
人
貸

_

0
方
法
に
於
て
發
行
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
、此
發
行
權 

を
銀
行

ょ

K
y國
家
の
手

fc
移
す

i 

&
は
商
人
は

從

來

そ

の
銀

.行

X 
hy受
け
た
る
資
金
融
通
の 

援
助
を
失
ふ
べ
し
ど
謂
ふ
も
の
あ

.り
？
之
に
對
し
て

R
i
c
a
r
d
o

は
謂
へ
ら
ぐ
、英
蘭
銀
行
•か
商
業 

を
援
助
す
る
事
し
か

く

多
大
な

K
yし
ビ
謂
は

' 
る
、
理
由
は
、實
に
銀
行
が
市
場
利
率
以
下
化
て 

貸
相
を
行

a
た
名
を
以
て
な
り
々
然
れ
ど
も
遒
は
觅
に
私
營
銀
行
を
可
ビ
せ
ず
し
て
寧
ろ
之 

を
非
と

^

す
べ
き
理
：由
た
：る
べ
き
も
の
な

，̂
 W

。

蓋
し
商
人
の
一
部
が
、市
場
率
以
下
に
て
融 

通
を
受
く
る
は
不

♦
當
に

し
：て
、社
會
は
是
に
例

.等Q

利
益
を
受
く
る
事
な
き
を
以
て
な
り
。
日 

ぐ「

市
場
に
於
て
、其
を

.以
て
借
る
こ

^ :
を
得

.べ
き
率
以
下
の

I

利
率
、法
律
を
以
七
規
宓
せ
ら
れ
、
 

英
蘭
：銀
行
は
此
率

.を
，以
，.

V

貸
附
く
る
か
、或
は
全
べ
：貨
附
を
行
は
ざ
る
か
何
れ
か
せ
ざ
る
可
か 

ら
ず
。
：

.其
，制
度
の
本

®

上

英

蘭

銀

行

は

，此
.方
法
に

.

.於
て
の
み

«

分
し
得
ベ
き
多
_

の
資
力
を 

有
し
而
し
て
：、此
國
の

」

商

:A
の

一

部
は

*

價
に
依
て
の
み
支
配
せ

&

る
、

も
の
ょ
り
、少
な
き

M
 

用
を
以
て
營
業
顰
具

0

供
給
を
受
け

#

た
る
事
に
依
て
、不
當
に
、國
の

.爲
め
に
は
不
利
な
る
、利 
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を
受
ぐ

j

ビ
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(
p

.

 

4

3
0 0)

？

:

ノ
最
後
に

R
i

c
a

r
d

p

は
前
著
ど
同
檬
の
理
由
に
基
づ
く
祓
本
位
制
反
對
論
を
述
ベ

、
*

く

一
八

|

 

六
年

.

に
至
k

四
十
志
を
超
ゆ
る
金

.

額
に
對
し
て
は
、

®

5

,

金
の
み
法
貨
た
る
べ
し
ヾ

」

規
定
す
る 

法
律
め
制
定
に
由
彡

'

て
、̂

本
位
制
，の
採
用
せ
ら
れ
た
る
事
を
喜
ベ
り
。
彼
れ
が
前
著
に
於
て 

銀
本
位
を
可
ビ
し
た
る
は

、
«

の
之
に
對
す
る
霄
要
供
給
の
規
則
正
し
く
し
て
、金
に
比
し
て
惯 

値
戀
.

動
少
な
き
を
以
て

.

な
り
。
左
れ
ば
彼
れ
の
後
に
至
り
、銀
價
の
却
て
變
動
多
か
ら
ん
ビ
す 

■

る
を
知
な
や
、寧
ろ
金
本
位
を
可
ミ
す

.

る
に
至
ら
し
な
ぅ
。

即
ち
一
八
一
九
年

^

換
復
活
問
題 

調
.耷
の
爲
め
下
院

(

及

、
び

上

，
院

が

.

各
々
設
け
た
る
ニ
委
員
會

'

の
_

に
對
し
て
、彼
は

r

予
を
し
て
暫 

ら
く
、銀
の
一

.

層
f a
®

尺
度
た

.

る
に
適
せ
：る
金

®

な
る
事
を
信
せ
し
め
た
る
理
由
あ
り
た
れ
ど 

も
，今
日
機
械
が
特
別
，に
銀
：鑛
に
應
用
せ
ら
れ
、從
て
此
金
：®
の
數
量
僧
加
並
に
其
價
値
の
變
動 

を
來
た
し
易
き
：

U

反
.

し
、同

I
.

の
過
程
は
金
の
價
値
に
は
何
等
の
影
響
な
し
ビ
聞
け
る
を
以
て
、
 

予
‘

は
金
の
我
が
本
位
の
.®値
を
規
制
す
る
爲
め
ブ
層
適
せ
る
金

.

願
な
々
ど
の
結
論
に
到
辑
せ 

.

り」

ビ
謂
ひ
、又

r

予
は
金
を
本
位
金
属

W

な
し
、銀
を
補
助
貨
年
し
て
用
ふ
る
に
全
然
同
意
す

」

？ 

0

 

へ
-
る

な
 

>
0
-
0
 

fcitiert

cre
i
b
^
7
2
、
E
r

p.u
t
erungen 

II. 

Tell 

s* 

2
2
1
1
2
)

I 

.

.

.

.

.

.

. 

'

.

. 

.

.

.
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十
五

R
i
c
a
r
d
o

は
一
八
二
三
年
讖
會
閉
會
後

G
a
t
c
o
m
b

 

P
a

r
k

の
邸
に

‘
歸
り
、其
間
暇
の
一
部
を
制
い 

.て

P
l
a
n

 

f
b
r

 

t
h
e

 

E
s
t
a
b
l
i
s
h
l
n
s
t

 

c
f a 

N
a
t
i
o
n
a
l

 

B
a

n
k

を
：草

し

/2
る
も
、未
^
之
を
公
に
せ
ざ
る
に
先 

だ
ち
て
易

*

し
れ

“

以
て
、此
遺
稿
は
其
盟
二
八
ニ
四
年
に
至
た
り
て
公
に
せ
ら
れ
た
り
。

(
M

a
c

c
g

R
h

編
築
全
集
中
に
收
錄
せ
ら
ム

)

此
遺
稿
の
所
說
中
注
目
す
べ
き
も
の

，

一
は

、
S

O

I

丨...
 

-...
 

+
 

•
 

.

.

.

<
 
-
 

....
 

..
 

....
 

.

.

.

.

.

.

.

. 

_ 

.
 

'
 

.

.

が
級
券
銀
行
の
，發

-

行
事
務
ミ
資
金

«

出
霧
務

W

を

嚴

別

し

て

'
一
 

莕

必

し

も
同
一
機
關
を
し
て 

之
' 

■

は
し
む
る

.

の
必
要
な
き
事
を
力
説
せ

.

.
る
事
是
な
る
ベ
し

9

日
く
、

r

莢
蘭
銀
行
は
相

j£
-
に 

何
等
必
然

0
關
係
な
き
、全
ぐ
別
の
ニ
銀
行
業
務
を
行

.

ふ
。

興
ば
金

M

货
幣
の
代
用
物

e

し
て

紙
幣
を
徼
行
し
，す
た

®

付
の
方
法
に
，於
て
商
人
其
他
に
資
金

«

出
を
行
ふ

」

。
此
ニ
業
務
間
に

, 

, 

•
1
•

.必
然
，的
關
係
な
き
は
、是
軟
の

.
業
務
が

p i

に
取

b

て
も
、又
斯
る
貨
附
の
®
通
を
受
く
る
商
人
に

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.
—

.

.

.

.

.

取
卜
て
も
、
•

末
-の
損
失
な
く
し
て
之
を
別
の
ニ
機
關
を
し
て
行
は
し
む
る
事
を
得
べ

&

1

0 

.

て
明

&

あ
b
 

,と
。

(
t
h
e

 

W
o
r
k
s
¥

 

5
0
3
)

蓋
し
假
り
に
紙
幣
發
行
權
ヅ
英

11
銀
行
ょ
り
國 

家
の
手
に
移
さ
れ
、英

0
0 
.行
が
現
に
服
す
る
隨
時
疋
貨
兌
換
の
條

.
件
：の
下
に
國
家
に
依
て
行 

ば
れ
た

t
 

S

す
レ
る
も
、高
{ !
•

な
る
金
屬
貨
幣
に

.
代
ふ
る
に
廉

.

®
な
る
紙
幣
を
以

て

斯
く
し
て 

第
ヤ
苽
怨
ー(

T

H
加n

r
x

-;:

論

說

'
リ
ヵ
^

ド
介
の
通
货
論'

笫

十

號
H

3



第

十

五

怨c
r
n
l四V

「

論
.
.，.
.ft
'

.

1ヵ
.妒
ド
ナ
の
孤
貴
論

 

第

十

號

3
ls
(

節
約
せ
ら
れ

.
た
る
貨
幣
金
«
を

生

產

的

-*
本
と
し
て
利
用
し
得
る
の
利
益
，は
、毫
も
現
在
ビ
變

る
事
な
か
る
べ
き
を
以
て
な

k
 

o

;
た

^
政
府
は
現
在
公
衆
に
代
り
て
英
蘭
銀
行
の

K

額
の
利

付
債
務
を
負
へ
る

^

以
て
、之
を
英
腹
銀
行
ょ

&

借
ら
ず
し
て
、政
府
自
身
單
獨
發
行
者
た

る

ビ

&:
は
英

i*
銀
行
ぬ
、復
た
利
子
，を
收
め
ず
、政
府
は
之
を
支
拂
は
ざ
る
に
至
る
の
差
違
を
生
ず

ビ

雖
も
、自
餘
の

s

£

ち
て
は
，疋
に
現
在
と
同

|

の
位
置
：に
夜
る
ベ
し
。
商
人
は
割
引
乂
は

其
他
の
方
法
に
於
て
行
は
イ
、
融
通
の
便
を
失
ふ
の
不
利
を
变
く
る

^

な
か
、る
べ
し
、蓋
し
此

等
貸
出
の
額
は
第
一
に
流
通
貨
，幣

*

に
依
て
定
ま
り
、

®

し
て
此

M

は
正
に
前
ビ
同
一
な
る
.へ

く

第
ヾ
ニ
に
英

Er
銀
行
は
此
流
通
總
額
中
の
正
に
同
，
比
例
を
保
有
.し
て
之
を
商
人
に
貨
附
く 

可
き
を

'以
て

な
， .c\0 

.

然
れ
ど
も
上
述
の

‘理
は
彼
れ
が
：前
著
の
讀
者
の
旣
に
了
解
す
る
ビ
乙
ろ
な
ら
ん
。
长
摩
の 

主
服
は
上
記
の
理
に

$

つ
き
前
著
に

.於

.て
僅
か
に
其

一

端
を
喂
示
す
る

R

I1
;
め
た
る
國
立
銀 

行

設

立

案

を

詳

述

，す

：る

に

在

0
。

..

旣
述
の
如
ぐ
國
家

.の
紙
幣
發
行
に
對
す

.る
，
反
對
論
は
，此
特
權
の
濫
用
せ

ら

る

ゝ
の
&
僉
ぁ 

る
：事
是
な
ゥ

R
i
c
a
r
d
o

 

:

は
固
ょ

P
此
危
險
の
存
す
る
事
を
！

g
む
と
雖
も
、此
特
權
の
^
弔
を
政

味
：̂

^

^

^

^

^

^

飞

^

.: 

.

.

.

.

.

■:
- 

I
, 

: .
.
-
.
.
- 

* 

.

府
に
银
て
任
命
せ

^

ん
V

も

»-
會
の
一
若
し
く
ば
兩
院
ゆ
決
曝
の
み
•に
依
て
進
返
す
る
特
挪 

'

赛
員

.

の
手
中
に
委
：住
し
、委
*
ビ
政
府
大
毘
と
の
間
に

一

切
の
貨
幣
取
引
を
禁
止
す
る
こ
ビ
に 

依
り
て
彼
等

0

間

(■
:
■
於
け
る

一
.
.
切

の

交

通
t

防 

'ぎ
、委
員
は
如
何
な
.る
理
由
に
基
づ
く
も
政
府
、

に
貨
上
を
な
し
、又
蕺
末
も

«

府
の
支
：配
監
督
を
受
く
可
か
ら
ざ
る
も
の
と
な
す

e 

S
は
、大
臣 

ば
此
：等
委
員
を

g
」

か
し

•

冬

*
、そ
の
？
a

在
英
蘭
銀
行
自
事
を
動
か
し
得
る

1

/

9も
、遙
か
に
小 

な
る
べ
し

k

云
ふ
も

Q

a
か

(：
P
:

 

5
0
6
)
。

.®
し
て
#
れ
は
國
立
銀
行
實
施
の
爲
め
十
六
ヶ
條 

の

案

を

立

つ

る

，事

：左
0
,如
：
し

。,

:
:'

(

一
窭
員
五
名
を
任
命

し

て
、
^

に
全
國

■紙
幣
發
行
，の
全
權
を
托
す
る

¥
、

(

—
ご
ー
八
三
三
年
，̂
蘭 

一銀行
I

の
特
許
條
例
滿
期
に
際
し
、委
員
は
紙
幣
千
五
百
萬
磅
を
發
行
し
て
、̂
蘭
銀
行
が
政
府
に 

貸
上
げ
た
る
同
額
ー

0

資
本
：を

«

還
す
ベ
き
事
、同
時
に
年
利
三
分
の
支
拂
は

.停
止
す
べ
き
事
、同 

時
。に

•黍
員
は
別
ま
臺
千
莴
圆
の
紙
幣
を

.發
行
し
、適

®:
'

其

f

部
分
を
以
て
英
蘭
銀
行
其
他
の

*

ょ
:.
1

>

:

金
地
，金
を
買
入
れ
、殘
闕
を
以
て
上
：記
の
日
ょ
り
六
個
月

B

內
に
政
府
が
英
蘭
銀
行
に
對 

す
る
.

大
藏
省
：證
券
債
務
を
偾
還
す
る

^

’

斯
ぐ
'偾
還
せ
ら
れ
た
る
大
藏
省
證
券
は
自
後
娄
員
の 

處

分

權

下

に

置

，か

る.

ベ：
'
‘
&

齊
{

S

英
蘭
.銀
行
は
條
例
滿
期
後
成
可
く
速
か
に
典
の
流
通
雜
行
券

P

し

第

十

玉

卷
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九
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說
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ド
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.、
'
 

,
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.
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.

.

.

.

.

.

. 

.

を
ぎ
政
府
紙
幣
を
：以

'て
a.
換
償
却
す

.ベ
き
事
、英
蘭
銀
行

(1
;

銀
行
券
を
，金
貨

R

て
支

.

ふ
$

.

•
 

*
 

.

.

.

. 

4.- 

、
 

.....

な
く
、常
に

.政
府
紙
幣

.を

，以

て

未

，
囘

收

發

行

：
券

ビ

.同
額
の
準
備
を
有
す
べ
き
事
、

(

五)

英
ii
銀，行
券 

は
减

»

服
.期
後
六
、個
丹
を
限
り
て
通
用
し
、其
以
後
は
政
府
歲
，入

S

し
：て

.た
を
收
受
せ
ざ

-
る
事

C 

(

ゼ)

銀

行

條

例

脆

期

の

、後

，
六

.個
、月
，；以
內
に
地
方
銀
行
券
は

®

を
停
止
し

^

|:
.
發
行
せ
る
^
银 

行
は
、英
蘭
銀
行
ビ
同
ー
じ
く
之
を

'
政
府
紙
幣
を
以
て
支
拂
ふ
の
義
務
を
筠
ふ
ベ
き
事
.但
し
撰
擇

.

.

.

.

 

.

.

.
I,.
 

.
 

.
 

.■. 

'
 

.
 

>
 

> 

.■
•

に
ょ
金
：
貨を以

'て
.兌

換

：を

行

；
ふ

の#

權
.を
荷
す

ベ

き

事

、

(

八)

地
方
在
住
の

.政
府
紙
幣
沂
持

^

.

.

.

ン-

i
 

..

の
.：安
.全
を
保
障
せ
ん
が

’
爲
ヾ
今
都
：市
に
役
員

.を
設
け
て
紙
幣
の
眞
僞
を
證
明
诠
し
め
、̂
鐵
の

署
名

?:
.
受
け
た
る
紙
幣
は
、自
後
該
地
方
に
於
て
の
み
流
通
す
べ
き
事

(

九)

一
地
方
に
て
發
行
せ

» 

. 

. 

. 

. 

.
 

:
. 

,' 

.... 

. 

. 

. 

•
. 

.

ら
れ
、若
し
く
は

h

r地
方
に

y

證
：明
の
署
名
を
得
た
る
紙
幣
は
、他
地
方
に
於
て
支
拂
の
用
に
佻

す
る
事
を

.

得
^

ビ
：雖

も

、そ

の
.

發
行
若

/

し
'

く
は
：保
輯
せ
ら
れ
：た
る
地
灰

■

の
官
局

R -

紙
幣
を

S

入

.

... 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

…

；
.
.
.
.
. 

.

ず

る
と

^:
は
、他

.

地
方
に
宛
て
た
る
、典
.地
方

0
.
:紙
幣
，を
以
て
支

.挪
，は

る

ベ
，
，

W

爲
替
券
を
交
附
せ 

ら
る

;
■べ
き
祺

(

十)

地
方
に
於

.て
發
行
せ
ら

-れ
た
る
紙
幣
は
、地
方
に
於
て
は
鋳
貨
ど
兌
換
•せ
ら
れ 

::

す
：
.̂

雖
：も

•斯

る
紙
幣
に
對
し
て
は

.倫
敦

K

於
け

.る

其
提
示
者
の

'袁

K 
0

ひ
、鑄
貨
又
は
偸
敦
紙 

幣
を
以
て
支
.拂
林
る

ベ
き

對
偸
敦
手
形
交
附
せ
も

.6
ベ
♦

事
、(
十
一

)

偷
敦
氣
に
於
て
_
货
又
呔

癖
..欽
紙
幣
を
预

.入
す
る
も
の
：：
に
は
、任
意
指
定
地
方
の
紙
舲
を
以
て

.支
拂
は
る
べ

5
.竿
形
，交
做 

f

b

る
べ
き

'事
、而
し
て
偷
敦
於
に
鋪
货
を
预
入
す
る
名
の
は
、同
额

^

で
の
倫
敦
.紙
幣
を
交
附 

せ
ら
る
、

べ
き

事
、(

十
二

)

偷
敦

(:
於
げ
る
委
.»は
迓
人
令
求

め
ら

れ
た

る

標
離
品
位
の
金
に

し
て
、
 

M

額

W

^
を
超
ゆ
る
も
の
を
、访に

 

一
^

三
.磅
十
七
志
六
片

'を
下
ら
ざ
る

«

格
を
以

ノ
し
買
入
る 

の

«

等
あ
：る
事

.

(

土
二

)

國
立
«
行
設
立
の
瞬
間

、

>
 
委
員
は

S

紙
幣
並
に
手
形
を
請
求
次
第 

金
貨
を
以
て
变
拂
ふ
の

«

務
を

ft
ふ
べ

S

軍
、
{十
四

)

國
立
鈒
行
設

.立
に

.際
し
て

.は

1

磅
紙
幣
.を 

發
れ
ー

.、請

求

讲

R

對
し
、隨
意
额

.
«
;
.
大
な
な
紙
幣

^

-0
1

換
に
之
を
交

-附
す
ベ

&

事
，(

十
五

)S

方
役 

H
は
紙
幣
ビ
傭
货
»
货

の
紙
.
-幣
と
の
別
换
を
行
は
ざ
る
變
十

.六
；#
織
は
说
在
の
英
蘭
餓
打
ビ 

1'
3

核

一

切
宵
麟
の
金
煺

W

S
.を
行
；ふべ
き
ぁ
、此
以
外
何
等
の
法
人
偶
人
の
®
め
に
右
の
槳
狢 

を

fl
ふ
.可
か
ら
さ
：る
事
、

(pp,. S07I9) 

• 

- 

•

.
右
の
提
案
を

®

f
rす
る

ビ

き
は

|國
は

ダ

{

も
#

年
七
十
瓦
興

s

を

®
.

約
.-

す
る
事
を
枓
べ
し 

と|
£

ふ
。

M

し
紙

fi
?

流

M
0

を
一
一
千
五
-r
i

K
ビ
し

、
a
所
预
金
を
四
れ
捣

0 
€

し
、"乙

の
A
2剖
ニ 

.千
九
西

^

«

.

1

b
m
'

備
金

.’

)

し

し
て
金
貨
及
び
金
地

.金
を
以
て
保

^3
‘す
ベ

き

ふハ
!is
®

#/
を
检
餘 

ず
れ
ば
、殘
る
ニ
千
三

0

满

«

に
爾
す
る
三

^

の
利

‘
.子
は
六
：十
九
與
硫
を
數
ふ
。

★

に
ft
:,;?公

•

郯
十
證
：

(

ニ
：一

九
小)

0
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^
ヵ
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货
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事
務
の
處
理
に
對
し
て
、英
蘭
銀
行
に
支
挪
ふ
一
一
十
四
萬
八
千
®
ょ
り
•、其
の
赀
用
十

\

寫
\
 

千
»

を
控
除
せ
る
六
离

(

磅
を
加
算
す
れ
ば
、右

0
の
雜
字
に
到
達
す
る
な

K

y

o
千
八
西

4

年
、を
 

0

認
め
て
不

..換
銀
行
券

«

發
の
結
果

■と
な
：せ
る
金
地
金

®

格
の
騰
貴
に
促
が
さ
れ
て
、始
め
て 

M
o
r
n
^
c
h
r
o
n
i
c
l
e

に「

金
fa

論」

を
投
稿
し
た
る
に
始
ま
る

R
i
c
a
r
d
o

の
通
貨
論
は
、後
ナ
四
年
を
經
た 

る
今
、上
：記
國
立
銀
，，行
設
立
案
を
：以

て

其

局

を

結

ぶ

も

の

な

り

'

:

;' .
'
::
.
.
. 

 ̂

,
-

s
c
a
r
d
o
:

は
貨
幣

数

*

說
の
，
代
表
的
主
張
若
な

$

と
.認
め

ら
れ
、奴
素
朴
な
る
形
に
於
て
此
魄 

說
.を

固
執
す
る

W
a
l
k
e
r

 

.の
如

&

は「

離
る
、
事
な

く

 

s
c
a
a
o氏に
追
隨
す
る

」

事
を
以
て

貨
幣
對 

價
格
の
關
係
を
正

*

す

る

の
.途

な
6

と
し
、r
此
大
思
想
家
が
定
め
た

る
原
則
ょ
り
の
離
隔
‘は

0
 

亂
誤
解
無

.用
な

.る
論
：

#

に
竭
ぐ

」

ビ
0

へ
ぅ
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E
c
o
n
o
m
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§ 

1
9
7
)
0

彼
れ
が
前 

記
の
如
く
其
勞
働
價
値
說
を
金
銀
の
價
値
に
適
用
し

て
4
金
銀
も
他
の

1

切
貨
物

ざ
同
じ
く

一
 

に
之
を
生
産
し
且
之

.を
布

場
に
齋
ら

ず
爲
め
必
要
な
る
勞
働
に
比
例
し

て
の

み
價
値
を
有
す

」

€

部
ひ

#

し

予

K

しV

'.

-

-
金

の

1

定
量

-が
i

v

y少
な
る
勞
働
.量
を
以
て
得
ら
る

べ
き
事
を

發
見
，せ

.ば
、他

-0
貨
物

Iに
，
一
對
す
♦

貨

幣

の

價

顧
#

.©
,0
,原

掘

技

、
其

荏

產Q
r ,
い

大

な

る

便

易

祁

ち
之
を

#

る
に
必
要
な
る
勞
働
设
の
少
な
き
事

.に
在
り
ビ
云
ふ
事
正
當
《
る
べ
し

」 (principles, 

V I。
)

と
謂
へ
る
が
如
-き
を
以

.て
«

れ
ば
、
1

^

8

1

0
は
通
貨
の
惯
値
が
、果
し
て
通
貨
數
量
に
よ
っ

' 

て
左
右
せ
ら
る
、
：：
か
、將
れ
貨
幣
金
屬
の
價
値
に
よ
つ
て
決
せ
ら
る
ビ
爲
し
た
る
も
の
か
議
論 

の
餘
地
な
き
に
あ
ら
ざ
る
可

く

、

L
a
u
g
h
l
i
n
.

の
如
き
は
此

-
處
に
貨
幣
數
量
說
ミ
相
對
»
す
る 

の
.見
解
念
ま
る

S

事
を
認
め
、此
點
：に
於
て
彼
れ
の
貨
幣
理
論

.は
矛
盾

(
i
n
c
o
l
t
e
n
c
y
)

の
f

 

免
れ
易
か
ら

^

ビ
謂
ふ
も
の
な
り

S

雖
も

(
T
h
e

 

Principles 

of M
o
n
e
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9
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3
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pp. 

240-24,1)

而
か
も
 

R
i
c
a
r
d
o
:

の
眞
意
が
數

*

說
に

-存
_し
た
る
事
は
、前

♦

十
，.四
年
に
瓦
る

3 1

:
'諸
著
作
、並
に
議
會
演
說 

.典

;l
!
iの
機
會
に
於
げ

I
る
：數
次
の
言
明
の
み
な
'ら
ず
、彼
れ
が

:«
ら
念
頭
に
®
け
る
は
金
臈
主
義 

の
適
用
容
易
な
る

.正
'貨
'若
.し
く
は

^
換
紙
幣
の
價
値
に
は
あ
ら

ず

し

て
、

を
の
比
較
的
困
難
な 

る
、|

七
九
七
年
よ
ぅ
一
八
ニ
一

 

年
に
至
る
不
換
龈
行
券
な
り
し
の
一
事
に
徵
し
て
疑
な
き
も 

の
V

如
し
。
即
彼
れ
は

d其
の
新
聞
投
書

「

金
價
論

」

に
於
て
、不
換
銀
行
券
の
收
縮
に
よ
り
て
、其
價 

値
を
金
地
金

V
.

一
 

致
す
，る
迄
恢
復
せ
し
め
得

.る

.寧
を
主
張
せ
る
の
み
な
ら
す
、

td
l

q

u

e

t

®

_ 

中
に

A
て
は

「

過
剩
■よ
り
生

や

る
外

K
.幣
R
'値
の
下
落
は
存
し

#

る
こ
ビ
な
し
。
貨
幣
は
如
何 

に〔

品
質
量
目

〕

低
卞
す
る
：も、を
の
過
剎
な
る
に
あ
ら
ざ
る
限
り
、造
幣
價
値
を
維
持
す
ベ
し
、即
ち 
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B e
物
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s

を
騰
貴
*
し
ぐ
は

下
.
落
せ
し
め
、」

！

も

.
流
城

置

の

減
少

'は
精
，

數
學
的
比 

分
に
方

>
•

肜

K
を 

> 
落

ゼ
し
む

る
の
ー
鲂
昀
あ
り

ど
信
す
、た

< 
其
は

し
か

ぐ
祯

(1
に

u
p
,は
し 

、.丨

Z 

.
ベ
I」

と

ネ
へ
.我

力
が

访

要

.-
>
-
1に
し
て
五
分

；

增
加

せ
ヶ

斧
せ

ば
、
此

の
^:
分

一

が
間
殳
せ 

ノ
、
、这
ぐ
及

f 

 ̂

tの
积
狀
に
.止

^

る
べ
し
。

飯
行
券
の
举
を
增
加
せ
ば
、■
格 

:
?沒
に

：®

&

j
へ
L

、こ
鼢
も
予
の
熱
心
に
虫
張
す
る
如
く

~f
L
分
：一
を

_

收
せ
ば
、金
及
び
也
の 

1
:

養

*

の
®
格

灶
、其
，
|

.
な
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準
を

1

.
す
ベ
，
'
銀
行
に
し
て
公
衆
の
着
を
失
は
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右
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凡
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な
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叫
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に
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す
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す
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R
i
c
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が
紙
幣
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l
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*

換
の
能

^
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®

る
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に
ぁ
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し
て
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^

發
打
»
の
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る
も
の
な

’P
と
し
、

_

幣
の

{0
嫌

^

•

©
又
は
地
金
の

®

値
ビ
を

1

致

せ

し

め

ん
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ぬ
し
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換
を
保

_

す
る
事
を
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せ
す
、た

y
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發
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す
る
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を
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節
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支
木
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一
八

—

九
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七
九
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の
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制
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述
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換
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潘
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鈒
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K
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謙
め
ず
し
て
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れ
券
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/對
す
る

W
効
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制
限
を
撤
去
す
る 

之
が
旅

0

ビ
な
る
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の
ビ
認
め
た
る
な
り
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故

1.
:

1:
:
1く「

國
靡
も
銀
行
も
.米
だ
脅
て
其
權 

|!
1

す
る
こ
ビ
な
ベ
し
て
、無
制
限
な
る

«

幣

0
む
員
を
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し

U
る
0 
V

し
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に
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て
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M

て
紙

^
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多
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の
抑
制

.
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S督
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T

に
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か
ざ
る
可
か
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>
ず
、
||
1
]し
て

li
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の
爲
め
に

.は
，
.紙
幣
赞
れ
洛
を
し
て
、其
龄
打
券
を
金
货
苦
し
く
は
地
汆
を
似
て
兌
換
す
る 

務
に
服
せ
し
む
る
，猫

適

常
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る
は
な
し
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菇
に
山
て
氣
れ
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a

o
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働
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磁
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値
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ビ
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關
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砗
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ど
謂
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ざ
る
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か
ら
す
。
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ら
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貨
幣
量
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轉
せ
ら
る
べ
き
商
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に
於
て
交
易
に

4

す
る
必
耍 

な
る
货
幣
の
比
例
を
論
じ
、此
比
例
が
幾
許
な
ぅ
や
は
單
に
貨
幣
量
に
依
て
決
せ
す
し
て
其
流 

通
運
，速
に
由
る
も
の
な
れ
ば

(「

同
一
志
も
或
時
は
ニ
十
日
間
，に
ニ
十
人
に
對
す
る
支
拂
を
な

し
，
 

'別

の

時

へ

に

は

引

緻

，き
|5
‘日
間
同
二
人
の
手
に
止
ま
る
し

)

之
を
決
定
す
る
事
固
難
な

り

ビ
述
ベ
た 

る
後
、

'®
ん
で
貨
幣
に
對
す
る
需
要
は
變
動
：せ
ざ
る
が
故
に
、貨
幣
價
値
の
上
下
は
そ
の
供
給
量 

の
變
化
ょ
々
の
み
生
ず
る
事
を
指
摘
す
。
即
ち
日
ぐ

「

然
れ
ど
も
、貨
幣
欲
は
常
に
殆
ど
到
處
に

於
て
同

I

な
る
を
以
て
其
；販
路
は
變
化
す
る
こ

V
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甚
だ
少
な
し

-
故
に
丼
量
の
減
少
は
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に
邦
惯
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を
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加
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せ
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め
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へ
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：
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他
物
の
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換
せ
ら 

れ
し
む
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ど
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貨
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は
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切
事
物
に
應
ず
る
が
爲
め
各
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貨
幣
を
收

受
し
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つ
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を
保
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す
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僻
せ
ざ
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以
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「
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。
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。
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値
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る
徵
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せ
る
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で
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し
世
界
に
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け

る

金
銀
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在
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物
の
總
計
ビ
比
較
せ 

ば
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個

.貨
物
は
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銀
在
#,の
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M

ど
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な
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方
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分
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す
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ど
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切
の
財
：產
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產
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又
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る
徵 

表
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を
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て
、

©
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財
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.
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:
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菸
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せ
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ゲ
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友
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の
貨
幣
を
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t
s
第
三
篇
に
於
て
、爾
如
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に 

'ぁ
ら
す
し

V
、「

寧

輪

の

運

動

を

一

層1|
滑

容

華

な

、
ら

し

む

る

汕

一

な
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し
た
る
に
績

S

し

五"
人
®

へ王
國
を
取
獨

•、に
考
察
す
れ
ば
、货

幣

の

明

f:
i
な
：々
0:
貨

物

.の

惯

格

は

常

に

貨 

は
.今

H

の

j

«

と

同

じ
P
的

rc
役
立 

で
^

ゆ

る

物

.の

價

格
U

■«
物

と

貨

物 

大
な
：る

變

動

は

、̂
.
じ

く

货

卿

惯

格

を 

は
殆
ど
自
明
の
格
言
な
り
。
货
物
を 

は
V31
憤

値

.：，騰

貴

す

る

事
、正
に
他
方
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荷
す
る
が
如
し
愤

®

が
、一
國
內 
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u
來

-

雜̂

し

ぐ

は

彩
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0

ベ
5
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の
時
の
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o
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翁
何
れ

か

に

岛
す
、
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む

る
の
.
fe
f

果

*
r
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ビ

幣

®
て
る の

或
は

S
I 

n

於
て

市

寧
の を

以

•r

， 

/■
%

0
.a

す
れ 

前

«
 

る
貨 

の

れ
と
、
&

通
す
る
貨
幣
の
夫
れ
に
依
る
斟
も
同
じ
く
明

0

な
り
。
貨
幣
に
し
て
因
中
に
閉
藏
せ 

ら
れ
ん
が
、

♦

ば
價
，格
に
關
し
て
は
、を
の

' 無
有
に

®

せ
し

.め
ら
，れ
た
る
ビ
阿
一
な
り
。
貨
物
に 

し
て
倉
摩
穀
倉
に

(

保
.藏
せ
ら
：れん
か

.ね
機
の
結
架
隨
ふ
ベ
し
。
此
等
の
揚
合
に
於

V

I4
.貨
幣 

ビ
貨
物

^

は
決
し
て
會
合
せ
ざ
る

：

を
以
て
、相

s

に
影
響

.す
る

Z

€

能
は
ざ
る
な
之
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す
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す
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に
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に
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&
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會
全
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を
通

b

て
普
及
す
る
や
否
や
、流
.通
貨
幣
の
全
最
は
質
買
貨
物
の
全
最
ビ
等
し 

か
る
ベ
し
。

而
し
，て
金
銀
が
世
界
の
貨
幣
を
爲
す
限
り
、此
等
金
屬
の
流
通
全

M

は
遥
に
依
て 

焚
換
せ
ら
る

.ベ
き
：世
界
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の
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に
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と
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し
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全
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友
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茬
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ら
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⑶
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植
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か

9̂

、ベ
じ」

、ど
。，

>
s
s
l
e
c
t
o
o
n
e
c
t
i
o
n

 of s
c
a
r


ce 

I
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u
l

 

Tracts 

o
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M
o
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O
H
g
i
l

 

o
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V
a
u
g
h
a
n
,
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L
o
w
n
d
e
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N
e
w

 ton.

I
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prior, 

Harris, a
n
d

 

others. 
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i
t
h
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b
y
g
c
c
u
l
l
o
c
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こ
れ
貨
幣
數
量
説
の
最
も
抽
象
的
無
條
件
的

.宣
明
.な

ぅ
。

R
i
c
a
r
d
o

の
羅
貨
趣
論
は
上
記
諸
家
，の
學
說

5

"時
に
於
け
る
貨
幣
數
最
說
す
を
骤
ぐ
連
餓 

中
の
恐
.ら
く

最
.大
.の

鐶

を
.な
す
も
の
な
る
ベ
し
。

^

れ
は
單
に
貨
幣
數

‘量
の
み
に
依
て
其

1
 

.値
を
決

‘定
せ
し
め
ん
す
る

K
a
r
r
i
s

の
如
き
失
軍

*

の
誤
.謬
に
陷
る
辦
な
 

し
て
、通
貨
量
の
同 

1

な
：る

.場
合
に
も

M

貨
の
用
途
の
增
減
、通
貨
節
約
の
行
は
る
、
程
度
の
如
何
に
ょ
り
、物
價
に 

高
下
：を

生

t
ベ
.き
事
を
充
分
承
認

.

.し
た
り
。
殊
に

«
P
3
P
。
！

，

の

一

，節

は

此

事

を

明

記

せ

る

事
 

旣
記

Q

如
し
。

日
く
、貨
幣
の

「

價
値
.は
全
然
そ

.の
絕
對
量

'に
.
由
ら
す

し
て
、そ
の
媒
介
す
ぺ

S

支 

.拂

.に

.比
較
し
て
の
輿
量
に

.由
る
も

0

な
6

。

同

一

の
：結
果
は
或
は
，
'貨
幣
の
用
途

♦か
十
分

一

.僧 

加
す
る
か
、又
は

' »
暈
が

*:
分

I

減
少
す
る
か
、一
一
者
の
何
れ
ょ
ぅ
も
生
ず
。
蓋
し
此
兩
個
の
場

‘ 

合
k

:於
て
 

'其
價
値
は
十
分
：一
:'
騰
貴
す
べ
き
を
以
て
な
之
本
誌
前
號
四
：六

.頁)「

貨
幣
の
價
値
ビ
支 

拂
の
金
額
ビ
が
、依
然
ビ
し
て
同
广
な
る

^

&
は、貨
幣
の
必
：要.量
は
必
ず
そ
の
使
用
上
に
於
け 

る
節
約
の
度
に
由

^

定
ま
る
。
何
等
の
支
挪
の
鈒
行
家
に
對
す
る
小
切
手
を
以
て
行
は
れ

» 

行
券
及
び
鋳
貨
に
侬
ら
す
或
は
依
る
こ
ビ
僅
少
に
し
て
、貨
幣
が
而
か

も
日

々
幾
百
禽
•の
額
に

罕

五

卷
2

四〇
七

)

，
.論
跣
；

9
ヵ
ル
ド
ナ
の
通
貨
論

. 

>

.
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！！

四
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カ
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ド
す
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貨
論 
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十
號
四
八 

至

:^
迄

一

人
の
勘
定
》

他
人
の
勘
食
に
移
さ
る

、

も
办
ぁ
ら
ざ
る
場
合
に
は
、飽
か
.に

 

一

0 

多
額
の
貨
幣
が
；

要

：せ

ら

るV

事
、即

ち

：
：

同
一
貨
幣
が
遙
か

に

騰
貴
せ
る
價
値
を
以
て
流
通 

すべき事明白な；
ど。
た
ぐ

R
i
c
a
r
d
o

自
ら
屢

_令此制限を忘

.れ
て
•物
價
は
通
貨
最
の
增
減 

獨
り
之
を
支
配
ず
る
が
'如

く

說

け
る
事
 

一
W

に
し

て

止

ま
>b'
ざ

る

を
m

て
、
學

«

の
批評を避
 

ぐ

る

事

能

，，は

ざ

る

，の

み

:0
,(

^
ぐ
/̂

ぼ
1
§
&
珥
§
叫
3

^

2

2じ

.

1

七
九
七
年
の

*

換
停
止
_
に
於
け
る
物
價
開
題
を
論
じ
て
ビ
同
軌
の
說
を
吧
へ

.
<
:
.
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I 

: 
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' 
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左

今

彼

の

同

塒
_

_

4

_

 B
o
y
d

及

び

L

I
 

I

を

擧

ぐ
t

o

前

*

は
小
冊
子 

A

 

Letter 
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.
_
'
H
0
n
:
.
:
w
i
u
i
a
3

 Pitt 
o
n

 .the. 

I
n
f
l
u
e
n
c
e

o.
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S
t
o
p
p
a
g
e
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s
p
s
i
e
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B
a
n
k

 

of E
n
g
l
a
n
d

 

o
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Prices 

o
f

 provisions 

a
n
d

 O
t
h
e
r

 

Conimodities, 

100
8

I:
玲

て 

J 

^ 

^
M
w

七

年

來
の

銀
行
券

增
ff
i

が

恐
'

A

.ぐ
物
價
騰
貴
の
主
原
因
な

.

る

ベ
し

;̂
主
張
し

、(

&

>

^

EriSuter

丨 

u
n
g
e
n

 

S. 

2
7
0
)

殊

，
に
 L

o
r
d

 .King 

は 

T
h
o
u
g
h
t
s

 

o
n

 

the 
Effects 

of the 

w
a
n
k

 

Restriction 

100
0
3
 

に

於
 

て
、R

o-a
r
d
o

並

に

後
に
彼
.の
思
想

を

奉

ず

る
通

货

主
«:
*

の

所

信

ご

一

致

す
る

說

を
述
ベ
た
り
。
 

R
i
c
a
r
d
o
;

は

K
3:
g
の

己

れ

に

先
だ
ち

て

腕
に

同

一

の

說
を
^
へ
た
る
事
及
び
自
己

の

;>
に
新 

た
‘に
加
ふ
，る
？

こ
ろ

»

な
き
事
を
自
ら

®

め
た
う
ハ

T
h
r
e
e

 

Letters, 
p. 

2
7
)
。

0
n
g

は

5
c
a
r
d
o

と
：间

：じ

く

英

蘭

銀

行

は

-
曾

て

政

府

に

も

委

せ

ら

れ

た

る

事

な

き

、或

程

度

ま

で

隨

意

に

貨

幣

の
 

狀

態

を

左

右

一

し

或

程

度

ま

で

之

I

?

る
の

權

カ

の

#
ぜ

ら

れ

た

る

事

を

危
險
視

す

る

と
 

同

時

に

、金

紙

の

等

®
を

恢

復

す

る

の

途

の

通

貨

量

縮

少

に

在

る

事

を

生

張

し

、

r

飯

行

券

の

®:
に 

:;
^

^

_次
此

'流

.通
要

.具：今
谓

 

減

，少

せ

ら

る

、

と

き

は

、銀 

妨

タ

ょ

ホ

も

特

に

余

に

對

す

，
る

爾

要

：

の
、

_
原

_
择

海

滅

し

、銀

行

は

危

險

な

く

し

て

其

JH
貨

衮
 

棚

を

&

5

る
己
と
を
得
べ
し
を
謂
へ
る
欢
り

(PP,:
2
3, 

1
2
6, 

d

s
 

bei 

b

!
 

s
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2
7
0, 

2
7
1
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0

十
八
 

_
 

.
:

.货
幣

M
.

論

s

し
て
数
量
說
.の
當
否
如

M
'の
詳
論
は
之
を
.別
の
機
會
に
讓
«

ベ

し

ビ

雖

為 

に
脂

_

せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
は
、

5

C

I
の
'通
，貨
學
說
に

_

し
て
、之
が
反
證
次
る
の
»
あ
る
事 

實

'0
擧
示
せ
ら
る
、
事
甚
だ
多

.き

1

-:
事
.是
な
ぅ
。
固
ょ

>

、極：め
て
素
朴
な
る
形
式
の
も
の
に 

あ
ら」

ざ
：る
：限
り
、貨

.幣
數
遗
說
は

'何
_れ
i
 
0
竟^

:

の事情にして變ざ

-る
限
り

」

物
®

は
1

貨 

數
摄
の
；

2

に
出

v

騰

寧

、X。

云
ふ
に
外
い

I

f

:

を
.以
て

、
f

的
事
：實

'を
以
て
之
が
反

.
? 

を
身
く

'る
に

U 

&
め
て
韵

心
の

K
於
を
以
て
之
を
行
は
ざ
る
可
か
ら
ず
。ノ

,0
れ
ど
も

R

o-ardo' 

の

M
ボ
间
前

,0
時
事

〉

間
題
を
對
象
ズ
し
て
論
す
る
場
合

R

あ
り
て
は
、其

®
,下
せ
る
ぐ
說
明
が
、

』
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1
力
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逋货論
 

第十鱗若
 

前
の
事
實
ビ
相
容
れ

f

る
k

き
は
、假
令
學
說
へ
と
事
實
の
不
適
合
は
所
噴
他
の
學
情

」

に
歸
因
す 

べ
き
も
の
に
し
て
ポ
學
銳
は
學
說
ミ
し
て
依
然
効
力
を
失
は
ざ
る
ベ

&

事
，明

な

る

に

も

せ

ょ

、
 

自
前
當
面
の

0

實
に
適
合
す

-

ベ
&「

他
の
事
情

」

を
指
.
示
し
能
は
、ざ
る
こ
..
と
は
、一
個
の
大
な
る

® 

點
ビ
な

_

ざ
る
可
か

:.
ら
ず
。
而
む
て
此
實
際

‘の
事
實
ミ
の
不
適
合
を
指
摘
し
て
内

§

1

並
に 

其
學
徒
の
學
說
の
顔
點
を
衝
く
は

T
h
o

m
a
s  

T
o

o
k
e

 

'の
最
も
得
意
と
す
る

S

こ
ろ
な

h-
o

第
一
：
に
記
憶
す
べ
き
は
一
七
九
，七
年
の

.兌
換
停
止
以
後

■に
.於
け
る
英
蘭
銀
行
券
の
發
行
額 

は
決
し
て

b
u
l
H
o
n
i
s
t
s

の
主
張
す
る
が
如
ぐ
度
、を
失
し
た
る
も
の
€
云
ふ
可
か
ら
ざ
る
事
是
な 

t

1

A

0
八
及
び

九

年
ゼ
：於
て
、英
蘭
銀
行
の
政
策
が

M
ド

一
層
愼
重
な
る
事
を
得
ば
’時
の 

投
機
熱
を
抑
制
す
る
上

^

効
果
ぁ

K
yた
る
可

&

事

^

人
、り

4

む
る
と
乙
ろ
な
令
ミ
雖
も
、一
七 

九
4

年
以
來
英
蘭
銀

_行
當
局

#

S

に
舞
行
券
增
發
を
行
ひ
た

b

e
宗
ふ
の
當
ら
ざ
る
事
は 

明
か

.に「

地

金
報

.费
附
：鹿

の

.左
表

の

示
す

S

こ

ろ

な
K

V

.

五
磅
以
上
銀
行
猙.

.

.

.五

磅

以

下

銀

行

券.

合
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〇
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六
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1

九
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m

I

八
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1

八
〇
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1
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八
2

1

八
〇
四 

I

八
〇
茧 

1

八
〇
六 

i

A

0

 

七 

1

八
〇

八 

1

八
〇
九

1

三
、睐
五
四
、
三
六
セ 

r

l
r-
;

九一

七
、九
七
七

r

r

九
八
三V

四
七
七 

n
r

六 

ニ 

r

a

g

r

A
 

1

ニ
、
六
九
七
、
三
玉
ニ 

.
1

二
、八
四
四
、

一

七
〇

ニ
3

三
一
、
九
八
八

T

三
、
四
〇
ニ
，

.

、1

,
:
ハ
〇 

1

四
、1

H

三
、
六

1

五

ニ 
V七 

一£•
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八
二 

三.
、1

九1  

パ
、
四
七
七

三
、
八
六
四
、
〇
四

a t 

西
、
七
ニ3 -
、
六
七
ニ

四

、
五
四
四
、
五
八
〇 

四
、
ニ
九1
、
ニ
三
〇 

:

四
、r

八
三
、
〇1
三 

四
、1
三
ニ
、
四
ニ
〇 

四
、
八
六
八
、
ニ
七
3£

1

六
'

1

六
九
、
五
九
四 

一
，七
、
〇
五
四
、
四
五
四 

J

六
、八
四
七
、
五
ニ！I 

i

七
、
三
四
五
、
〇
ニ
〇 

1

七
' *I

四一

、
九
3

こ 

J

 

七
、一

3

五
*

四
> 0
0

 

1

七
、咴
〇
五
、〇3

一
 

1

七
"

五
三
四
、
東
八
〇 

「

九
、0

〇
1

、，八
：九0

:

•
ノ

-'
*

A
C 

•

，而
し
て
自

1

七
九
_

至
 

一
•八

r

四
年
の
期
間
に
於
，て
生

.活

：
必

要

：：
品

、
其

他

.
：
の

貨

物

の

價

格
 

が

丨
令

T
o
乃
至

r

o

Q
X
に

膨
貴
し
、後
其
當
初
の
水
準
或
は
其
以

T

に

下

落

し

、
金

地

金

：
の 

平
.均

市

憤
.力

造

幣

價

値

ょi

る
、
事

始

め

の

十

，ニ

年

は

四

％

を

超

U

以
後
に
於
て
は
.ニ
 

〇

犛

を

超

え

ル

.事
實
を

•通
貨
數
蹵
の
、增
減
に
依

6
て

說
.明
す

.る
事
の
闲
，難
な
る

は

姑

&
 

く

措
く
も
、此
期
間
に
於
せ
る
：物
憤
騰
貴
が
決
し

て

一
般
的
の
も

0

R
め

ら

ず

し

て

、

穀
物

k

就 

て

の

み

起
れ
る
の
：事
實
は

R
k

a
r

a
o

m

の
一

.反

. ®
と

な

▲

得
ベ

き

も

の

な

，

り
。
蓊

し

價

.
格

騰

貴
 

の
周
因
'が

量

の

價

値

下

落

に

存

す

る

も
の
な

o
.

ば

、

騰
貴
は
：一
切

'
の
ン

貨
物

「

に

及

ば

，ざ

る

可
^

館
？

卷

(

m

)

.

^

0
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通
貨
論
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十

暴

(
s
l
i
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論

E.
 

}
K

ォ
の
猶
貨
論
： 

第
'十.
號
玉
二 

ら
ざ
る
：筘
な

る
.

を
以
て
な
り
。

.
T
o
o
k
e

の
記
す

i
:こ
ろ
に

'よ
.
.れ：ば

r
1:

八
，r

 

0
年

^

於
て
穀
-物 

土
地
家
屋
船
舶

.の
磁
格
ぽ

Hi
貴
し
，
.た
ら
と
雜
も

(

此
事

.實

^

對
し
，て

H
o
o
k
e
は

當

.時

の

經

機

狀

ー 

能
ょ
り
し

.て

說

叭

を

，
下

せ

：
り

)

此
例
外
を
餘
き
、殆
ど
，

'
ー
切
貨
物
の
惯
格
：は

」
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